
“Reconnecting in Vietnam”
「未来へつなぐ」ベトナムの過去、現在、未来

2024年9月15日（日）
ソフィア会ハノイ大会の

ゲストスピーカーが決まりました！

（プロフィール）
上智大学（古代ローマ史専攻）在学中に南仏プロヴァンス大学に交換留学、東京大学大学院（地域専攻地中海科）に在
籍中、フランス政府給費留学生試験（人文科学部門）に首席合格、パリ高等師範学校(Ecole Normale Supérieure)にフェ
ローとして入学、パリ第4大学ソルボンヌ校で修士号（帝政古代ローマの東方属州における宗教習合）、高等研究学院
（Ecole pratique des Hautes Etudes）で博士準備課程を修了。ロンドン大学東洋アフリカ学院で持続的開発単位取得

スピーカー
UNESCO世界遺産センター
世界遺産条約専門官
林 菜央氏

◆お問い合わせ
海外ソフィア会 2024 ベトナム・ハノイ大会
（主催：上智大学ソフィア会）
受付窓口 株式会社ワールド航空サービス 東京
支店 ソフィア会ハノイ大会 担当係

TEL : 03-3501-4160

FAX : 03-3501-4114

MAIL :  info@wastours.jp

（講演概要*予定）

林菜央氏は、上智大学を1997年卒業後、国際的な文化遺産と自然遺産の保護に情
熱を注ぎ、そのキャリアを世界遺産のフィールドで築いてきました。現在は
UNESCO世界遺産センターの条約専門官として、世界各地の遺産の保全と認知度
向上に尽力しています。林氏は、特にアジア地域の遺産プロジェクトに関わりが
深く、ベトナムの文化遺産をはじめ、アフガニスタンのバーミヤン渓谷の仏教遺
跡など、多くの重要なプロジェクトに従事されてきました。

ベトナムでは、世界遺産に登録されているタンロン遺跡、フエの古都やハロン湾、
ホイアンの古い町などの保護と持続可能な観光開発に貢献してきました。これら
の地域では文化遺産と自然遺産の両方が調和し、ユニークな魅力を放っています。

今回ハノイ大会では、林氏がこれまでのキャリアを通じて得た、文化遺産と自然
遺産の保護地域社会にもたらす効果を中心に林氏の豊富な経験と知識を共有いた
だきます。

日程・お申込方法につきましては、別途
ご用意しておりますパンフレットをご覧
ください。

午後ハノイ大会の講演に加え、午前
にソフィア会オリジナル観光として
「タンロン遺跡」にも同行解説予定
です。


	スライド 1

